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高
43
回
　
小
澤 

英
俊

松
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
、
松
本
城
。

昨
今
で
は
海
外
か
ら
の
観
光
客
も

増
加
の
一
途
で
あ
り
、
建
て
ら
れ

た
当
初
の
形
を
今
に
留
め
る
数
少

な
い
現
存
天
守
、
か
つ
国
宝
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
私
が
思
う
に
、

そ
の
価
値
は
住
民
の
手
で
守
ら
れ

て
き
た
お
城
の
歴
史
、
松
本
市
の

市
民
性
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

明
治
初
期
に
お
城
を
競

売
か
ら
買
い
戻
し
た
市
川

量
造
氏
、
天
守
の
修
理
保

存
活
動
に
尽
力
し
た
小
林

有
也
先
生
の
功
績
に
加
え

て
、
彼
ら
の
呼
び
か
け
に

応
じ
た
市
民
の
多
さ
が
今

の
観
光
都
市
の
中
核
を
成

し
、
大
き
な
原
動
力
と
な

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

『
松
本
城
学
習
帳
』は
、
そ
ん
な

松
本
市
民
の
気
質
を
形
に
で
き
な

い
か
と
思
い
、
有
志
で
企
画
製
作

を
始
め
ま
し
た
。
1
冊
に
つ
き
10

円
が
お
城
へ
寄
付
さ
れ
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
で
、
表
紙
裏
に
は
松
本

城
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
や
特
徴
、
味

深
い
伝
説
な
ど
を
掲
載
。
詳
細
な

情
報
を
載
せ
る
こ
と
で
ノ
ー
ト
で

あ
り
な
が
ら
お
城
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
的
役
割
を
持
た
せ
ま
し
た
。

こ
の
ノ
ー
ト
の
特
徴
は
、
購
入

で
お
城
に
寄
付
が
で
き
る
ほ
か
、

„
買
っ
て
終
わ
り
で
は
な
い
“と
い

う
点
で
す
。
対
外
的
に
は
„
小
さ

な
観
光
大
使
“
と
し
て
松
本
城
の

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
リ
ピ
ー
タ

ー
や
新
規
来
城
者
を
誘
客
す
る
。

そ
し
て
地
元
に
お
い
て
は
、
松
本

城
の
価
値
を
市
民
、
特
に
子
ど
も

達
に
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
で

明
治
か
ら
続
い
て
き
た
天
守
保
存

活
動
の
火
を
点
し
続
け
る
。
ま
た
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応
と
し
て

説
明
文
の
一
部
は
英
語
と
日
本
語

の
並
列
表
記
も
試
み
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
4
月
末
に
発
売
を

開
始
し
、
よ
う
や
く
1
年
が
経
過

し
て
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

に
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
蔭
で
幅
広
い
年
齢
層

か
ら
お
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
き
、
現
在
、
松
本
城

内
の
売
店
ほ
か
、
市
内
の

博
物
館
（
松
本
市
立
博
物

館
、
旧
開
智
学
校
、
時
計

博
物
館
、は
か
り
資
料
館
）、

大
名
町
『
信
州
土
産
処
た

か
ぎ
』
で
好
評
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
小
さ
な
一
歩
で
す
が
、

多
く
の
人
が
参
画
で
き
る
よ
う
な

永
続
的
活
動
を
今
後
も
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
興
味
や
関
心
が
あ
る
方
は
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
て
活
動
報
告
を

随
時
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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現
在
、
大
名
町
通
り
沿
い
の
三
の

丸
・
土
井
尻
地
籍
に
、
広
大
な
空
間

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
松
本
城
二
の
丸
に
あ
る

松
本
市
立
博
物
館
の
移
転
先
と
し
て
、

松
本
ま
る
ご
と
博
物
館
構
想
の
中
核

を
な
す
基
幹
博
物
館
の
建
設
地
と
し

て
確
保
さ
れ
た
も
の
で
す
。

も
と
も
と
、
大
手
門
駐
車
場
の
平

面
駐
車
場
が
一
定
の
空
間
を
成
し
て

い
ま
し
た
が
、
立
体
駐
車
場
の
北
棟

が
取
り
壊
さ
れ
、
通
り
沿
い
に
あ
っ

た
ビ
ル
も
解
体
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ

の
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

現
博
物
館
は
、
国
史
跡
松
本
城
内

の
南
東
の
角
に
建
設
さ
れ
、
昭
和
43

年
に
オ
ー
プ
ン
。

当
初
は
「
日
本
民
俗
資
料
館
」
の

名
称
で
し
た
が
、

い
つ
の
間
に
か
こ

の
名
称
は
消
滅
し
、

松
本
市
立
博
物
館

に
。
本
年
で
丸
51

年
を
迎
え
、
建
物

や
設
備
の
老
朽
化

が
目
立
ち
、
展
示

ス
ペ
ー
ス
等
の
狭

隘
化
も
進
ん
で
い

ま
す
。

史
跡
内
に
立
地

す
る
こ
と
か
ら
、

建
替
え
は
も
と
よ

り
増
築
も
難
し
い

状
況
で
あ
り
、
移

転
新
築
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い

た
も
の
で
す
。

現
在
、
実
施
設

計
が
進
行
中
で
す

が
、
現
博
物
館
が

約
3
、5
0
0
㎡

（
延
床
面
積
）で
あ
る
の
に
対
し
、
基

幹
博
物
館
は
そ
の
倍
の
7
、0
0
0

〜
8
、0
0
0
㎡
規
模
と
の
こ
と
。

か
つ
て
城
内
の
武
家
屋
敷
で
あ
っ

た
敷
地
に
建
つ
と
い
う
こ
と
か
ら
、

地
域
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
切
妻
屋
根

の
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

来
年
、
令
和
2
年（
2
0
2
0
年
）

に
着
工
。
令
和
5
年（
2
0
2
3
年
）

に
は
、「
松
本
学
を
探
求
し
、
松
本
の

未
来
を
創
造
す
る
博
物
館
」
が
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

松
本
城
の
入
口
に
新
た
に
施
設
が

加
わ
り
、
大
勢
の
市
民
や
観
光
客
が

集
い
、
交
流
が
広
が
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
賑
わ
い
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

基
幹
博
物
館
建
設
事
業
に
当
初
か

ら
関
わ
っ
て
い
る
松
本
市
教
育
委
員

会
の
堀
井
亮
彦
君（
高
55
回
）は
、「
博

物
館
と
い
う
と
過
去
の
こ
と
だ
け
を

学
ぶ
場
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
、
松
本
の
現
在
や

未
来
も
考
え
る
場
に
な
る
よ
う
な
博

物
館
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
オ
ー
プ
ン
後
に
現
博
物

館
の
取
壊
し
も
始
ま
れ
ば
、
南
・
西

外
堀
復
元
事
業
の
進
行
と
も
相
ま
っ

て
、
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
し
た
松

本
城
の
景
観
が
さ

ら
に
雄
大
な
も
の

に
な
る
と
、
こ
ち

ら
に
も
期
待
が
膨

ら
み
ま
す
。

ふるさと通信ふるさと通信

基幹博物館外観パース

寄
付
金
付
き
ノ
ー
ト

『
松
本
城
学
習
帳
』で
松
本
城
に
貢
献
！
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